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33812 人で、前年度（31204 人）より 2608 人増えているという結果が報告されている。学
校種別に見ると、大学に在籍している障害学生数は 30190 人で、前年度（28430 人）より
























































































・I 大学：短縮版UPI を使用している。短縮版とは、60 項目のうち、20 項目を減らして
40 項目とし、発達障害スクリーニングのための 4項目を加えた 44 項目版である。精神
科医と臨床心理士とで作成された。









学監修（学生相談室の臨床心理士と精神科医による監修）の 44 項目版の 2種類を入手し、
各々の著者に、本学で用いることの許可を得ることができた。学生相談室会議において、
どちらの短縮版を用いるかを検討した結果、後者を採用することとした。その理由は、T
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　参考のために、短縮版UPI44 項目が測定している各領域を 60 項目の領域と照らし合わ
せて表 1に示した。










果は、大学の平均値 11 ポイント、短期大学の平均値 14 ポイント、呼び出し対象学生は、
全学生 1800 名中約 7％であったという報告を受けている。











№ 質問 60項目 領域 № 質問 60項目 領域
1 食欲がない 1 精神身体的訴え（心気的症状） 23 根気が続かない 28 抑うつ傾向
2 胃や腸の調子が良くない 2 精神身体的訴え（心気的症状） 24 気が小さい 21 抑うつ傾向
3 動悸や脈拍が気になる 4 精神身体的訴え（心気的症状） 25 やる気が出てこない 12 抑うつ傾向
4 身体がだるい 46 精神身体的訴え（自律神経症状）26 考えがまとまらない 14 抑うつ傾向
5 親の期待が大きすぎる 7 抑うつ傾向 27 何となく不安である 36 対人不安（劣等感）
6 将来のことを心配し過ぎる 9 抑うつ傾向 28 繰り返し確かめないと苦しい 52 脅迫傾向
7 気を失ったりひきつけたりする 49 精神身体的訴え（自律神経症状）29 人に会いたくない 10 抑うつ傾向
8 緊張すると震えたり冷や汗が出る 47 精神身体的訴え（自律神経症状）30 死にたくなる 25 抑うつ傾向
9 首や肩がこる 18 精神身体的訴え（心気的症状） 31 他人が信じられない 41 対人不安（劣等感）
10 めまいや立ちくらみがする 48 精神身体的訴え（自律神経症状）32 悲観的になる 13 抑うつ傾向
11 不眠がちである 16 精神身体的訴え（心気的症状） 33 自分が自分でない感じがする 11 抑うつ傾向
12 排尿や性器の事が気になる 34 精神身体的訴え（自律神経症状）34 他人に悪くとられやすい 40 対人不安（劣等感）
13 何事にもためらいがちである 39 対人不安（劣等感） 35 自分を傷つけたことがある
14 人付き合いが苦手である 43 対人不安（劣等感） 36 他人に陰口を言われる 56 被害関係念慮
15 周囲の人が気になって困る 57 被害関係念慮 37 何事もいきいきと感じられない 26 抑うつ傾向
16 人に気を使い過ぎる 42 対人不安（劣等感） 38 他人の視線が気になる 58 被害関係念慮
17 おこりっぽい 24 抑うつ傾向 39 気分に波がある 15 抑うつ傾向
18 イライラしやすい 23 抑うつ傾向 40 気持ちが傷つけられやすい 60 被害関係念慮
19 不平不満が多い 6 抑うつ傾向 41 人の話が理解できない 自閉的傾向
20 つまらぬ考えにとらわれる 54 脅迫傾向 42 会話が苦手である 自閉的傾向
21 ものごとに自信がもてない 38 対人不安（劣等感） 43 作文を書けない ADHD
22 一人でいると落ち着かない 37 対人不安（劣等感） 44 整理・整頓が苦手である ADD
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　2020年度から4年制大学が開設され、柳城学院は大学と短期大学を併設するこ
ととなった。これを機に、特別な支援を必要としている学生への支援体制を構築
していくことが課題とされている今、その第一弾として、ウエルネスチェックシー
トの導入を試みた。本研究においては、ウエルネスチェックシートを導入するに
あたっての全国的な動向と、近隣の大学における学生相談室での取り組み調査を
踏まえて、短縮版UPIを導入するまでの過程と、学生支援を全教職員で行ってい
く体制を報告した。
　今後は、学生支援課との連携を具体化していくとともに、ウエルネスチェック
シートの活用を積み重ね、効果と問題点を探っていくことが課題とされた。
